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3．第73回大会（福井県）関係について 

（1）実施要項総則の一部変更（文化プログラム、参加負担金等） ················ 資料№3-1 

 提案の通り、承認された。 

※ 参加負担金は、第73回冬季大会から改定され、少年種別2,000円、少年

種別以外4,000円とする。 

※ 文化プログラムは409事業を実施。 

（2）競技別実施要項の一部変更 ············································· 資料№3-2 

 平成29年度第3回国体委員会（平成29年 12月 15日開催）における承認時に調

整中だった内容の決定および一部修正について、提案の通り、承認された。 

＜主な変更点＞ 

【2】水泳 

・ シンクロナイズドスイミングの名称：国際連盟の規定の改定に基づき、アー

ティスティックスイミングに変更。 

【6】ホッケー 

・ 試合時間：国際ルールの競技時間変更に伴い、これまでの「前後半 35 分」

から「1クォーター15分×4クォーター」に変更。 

【8】バレーボール 

・ 予選方法：ビーチバレーボールのブロック毎の参加県枠の誤りを修正。 

【11】レスリング 

・ 参加人数：少年男子の1都道府県あたりの参加人数について、開催県につい

ては「7名以内」を「8名以内」に変更。 

【15】自転車 

・ 会場：周回数について、記載方法を変更。 

・ 参加人員：1都道府県「11名以内」としている参加人数について、開催県に

ついては、成年男子5名・少年男子5名・女子2名の「12名以内」に変更。 

【22】柔道 

・ 競技上の規程及び方法：国際ルールの改定に伴い、「引き分け」の場合のゴ

ールデンスコア方式の代表戦時において、新ルールを適用するように変更。 

【32】空手道 

・ 予選方法：登録会員数上位5ブロックに与えられる、登録会員数上位自由選

択について、正式決定した内容に変更。 

【33】クレー射撃 

・ 総合成績決定方法：日本クレー射撃協会の規則変更に伴い、25個撃ち競射後

のさらなる競射のコール時間、同得点の場合の順位決定方法を変更。 

（3）諸会議日程 ··························································· 資料№3-3 

 提案の通り、承認された。 

（4）中央競技役員所要経費基準について ····································· 資料№3-4 

 提案の通り、承認された。 

 

4．第74回冬季大会（北海道）関係について 

（1）ポスターの図案 ··························································· 資料№4-1 

 提案の通り、承認された。 

 

5. 第74回大会（茨城県）関係について 

（1）競技会場の変更 ··························································· 資料№5-1 

 提案の通り、承認された。 

※ 主な変更点 

・ ソフトボールの会場地：種別ごとの実施会場を変更。 

・ デモンストレーションスポーツ：会場地の変更、会場名称の変更。 
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（2）ポスターの図案 ··························································· 資料№5-2 

 提案の通り、承認された。 

（3）国民体育大会記録情報処理システムの指定について ··························· 資料№5-3 

 第74回大会（茨城県）におけるシステムについて、期限までに申請のあった共同通信社

の国体記録処理システムを指定することが、提案の通り、承認された。 

 

【報告事項】  

1．国民体育大会委員会について 

（1）部会規程の改定 ··························································· 資料№6 

 国体委員会規程の改定に伴う、部会規程の改定について報告された。 

 

2．第73回冬季大会（山梨県、神奈川県、新潟県）の終了について ··················· 資料№7 

 資料の通り、報告された。 

 

3．第75回以降の冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会の開催地について ··· 資料№8 

 開催地が未定であった第75回大会スケート競技会・アイスホッケー競技会について、去

る2月22日に青森県に「開催決定書」を手交し、正式に青森県に決定したことが報告さ

れた。 

 第76回大会スケート競技会・アイスホッケー競技会について、以下の県に対して、それ

ぞれ正式に開催要請を行ったことが報告された。 

・ 愛知県：スケート競技会ショートトラック種目・フィギュア種目 

アイスホッケー競技会 

・ 岐阜県：スケート競技会スピード種目 

 今後、愛知県、岐阜県から開催受諾書の提出があれば、開催決定書を交付する予定。正

式決定については、改めて報告することとした。 

 

4．実施規模等検討WGについて 

 「21世紀の国体像」に掲げている実施規模等の見直しに係る各項目の課題解決に向けた

取組み、「国民体育大会における 2020 年オリンピック対策・実行計画」対象競技の実

行計画期間終了後（第 78 回大会以降）の実施種目・種別の見直しについて、WG におい

て協議している内容が報告された。 

 

5．ジャパン・ライジング・スター・プロジェクトについて ························· 資料№9 

 平成29年度の事業概要について報告された。 

 

6．日本体育協会スポーツ推進方策2018の策定について ······························ 別冊 

 平成30年1月10日開催の理事会において成案となった新たな推進方策について、資料

のとおり報告された。 

 

7．その他 

・日本体育協会の名称変更について ············································ 資料№10 

・平成30年度国民体育大会委員会等開催日程 ··································· 資料№11 

・委員編成 ································································· 資料№12 

 資料の通り、確認した。 




